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年 7月発行の社会学刊の第 1巻第 1期（創刊号）に東南社会学会の「組織経過」が詳細に記述
されている（【資料 1】参照）。
この東南社会学会が全国的規模に発展して中国社会学社として発足した経緯が，1930年 9





第 1回 1930年 2月 12日
蔡元培講演 社会学と民族学ほか
上海四川路青年会
第 2回 1931年 2月 12日
「人口問題」
南京中央大学
第 3回 1932年 9月 1-4日
「家族社会学」
北平燕京大学
第 4回 1934年 4月 6-7日
「民族文化，災害と凶作など」
上海八仙橋青年会
第 5回 1935年 4月 2-3日
「社会計画」
南京金陵大学
第 6回 1937年 1月 23-24日
「中国社会学の建設」（3）
上海八仙橋青年会
第 7回 1943年 2月 12日
「戦後社会建設」
重慶，成都，昆明























は 1年ないし 2年間隔でほぼ定期的に開催されていた年次大会が第 6回と第 7回の間には 6
年間，第 7回と第 8回の間には 4年間の間隔がある，そして開催地は第 1回から第 6回まで














社会学刊の 1936-37年の論文「社区的意義與社区研究的近今趨勢」（呉文藻，1936，第 5巻第 1
期），「中国社区研究計劃的商榷」（呉文藻，1936，第 5巻第 2期），「社区研究與社会学之建設」





































た。第 1巻第 1から 4期は，東南社会学会の編輯であり，第 2巻第 1期から中国社会学社の
編輯に変わり，全国的規模の社会学界の学術刊行物になった。この雑誌は第 5巻 3期をだし
た後に，抗日戦争の勃発によって停刊になった。1948年 1月に復刊後，わずかに通年合刊の
第 6巻をだしただけで，その後は再刊されなかった。この雑誌は全部で 6巻 20期出版され，
論稿 300編余り，字数 185万字余りが掲載された。その内容は論文 115編，外国の社会学説
の紹介 15編でこの二つの文字数で 3分の 2を占めている。このほかに，社会学者の伝記 5
































































した Becker の分類を次にあげておきたい。ただし，Becker の 48の小分類とうえの龍の①か





表 3 H. Becker による American Journal of Sociology 掲載論文の 10の分類と 48の小分類
①PERSONALITY-THE INDIVIDUAL AND THE PERSON 1.Biography. 2.Original nature—in-
stinct,temperament,racial traits. 3.Child study. 4.Social psychology,social attitudes,and the gene-
sis of the person.
②THE FAMILY. 1.The natural history of the family and the psychology of sex. 2.The historical
family and the family as an institution. 3.The modern family and its problems.
③PEOPLES AND CULUTURAL GROUPS. 1.Social origins and primitive society. 2.Folklore,
myth,and language. 3.Histories of cultural groups. 4.Immigrants,immigration,and distribution of
population. 5.Colonial problems and missions. 6.Comparative studies of cultural traits—religion,
mores,customs,and traditions.
④CONFLICT AND ACCOMMODITION GROUPS. 1.Classes and the class struggle,labor and
capital. 2.Nationalities and races. 3.Political parties and political doctrines. 4.Religious denomi-
nations and sects.
⑤COMMUNITIES AND TERRITORIAL GROUPS. 1.The rural community and its problems. 2.
The city and its areas. 3.Social and communal organization. 4.Human geography.
⑥SOCIAL INSTITUTIONS. 1.Home and housing. 2.The church and the local community. 3.The
school and the social center. 4.Play,the playhouse,and playgrounds. 5.Courts and legislation. 6.
Social agencies. 7.Other institutions.
⑦SOCIAL SCIENCE AND THE SOCIAL PROCESS. 1.The economic process—economic and in-
dustrial organization. 2.The cultural process—education and religion. 3.The political process—
politics and the formation of public opinion. 4.Collective behavior,social change,and social pro-
gress—fashion,reform,and revolution.
⑧SOCIAL PATHOLOGY—PERSONAL AND SOCIAL DISORGANIZATION. 1.Poverty,crime,
and deficiency. 2.Eugenics,and dysgenics,and problems of population. 3.Problems of public
health and social hygiene. 4.Insanity and the pathology of the person. 5.Vice—alcoholism,prosti-
tution,gambling.
⑨METHODS OF INVESTIGATION. 1.Statistics,graphic representation. 2.Mental and social
measurements. 3.Social survey—community organization,community education,health,govern-
ment,mental hygiene,etc. 4.Case studies and social diagnosis. 5.Life—hitories and psychoanalyis.
⑩GENERAL SOCIOLOGY AND METHODOLOGY OF THE SOCIAL SCIENCES. 1.History of
sociology. 2.Logic of the social sciences. 3.Social philosophy and social science. 4.Social ethics
and social politics. 5.Sociology and its relation to other sciences. 6.Methods of teaching sociology.
出典：Howard Becker, 1932, ‘Space Apportioned Forty-Eight Topics in the American Journal of So-














1巻約 7％，2巻約 6％，3巻約 6％，4巻約 13％，5巻約 17％（5巻は不完全）。
④ 衝突と順応（階級，種族，政党，宗教などの闘争を含む）
1巻，2巻とも 0，3巻約 14％，4巻 0，5巻約 10％（5巻は不完全）。
⑤ 社区（都市，郷村（村落），人文地理学を含む）
1巻約 12％，2巻約 7％，3巻 0，4巻約 3％，5巻約 12％（5巻は不完全）。
⑥ 社会制度（住宅，教堂（教会），学校，娯楽，法廷，社会機関などを含む）
1巻約 3％，2巻 0，3巻約 2％，4巻 0，5巻 0。
⑦ 社会科学と社会過程（経済，政治，文化的過程，社会変遷などを含む）
1巻 0，2巻約 2％，3巻 0，4巻 0，5巻 0。
⑧ 社会病態（貧窮，優生問題，公共衛生，娼妓などの問題を含む）
1巻約 13％，2巻約 16％，3巻約 17％，4巻約 7％，5巻約 3％（5巻は不完全）。
⑨ 社会調査（統計方法，個案研究（ケース・スタディ）などを含む）
1巻 11％，2巻 17％，3巻 11％，4巻約 7％，5巻約 22％（5巻は不完全）。
⑩ 普通社会学と社会科学方法論（社会科学の論理，社会哲学と倫理，社会学とその他の科
学との関係，社会学教授法などを含む）




表 2の論文数によれば，「社区」は，5巻 2期までで 8編であるが（5巻 1期に 1編と 2期に 2










は 1巻から 4巻まで平均すれば 11％強であるが，5巻では 22％と増加がみられる。「社会病
態」は 1巻から 3巻まで増加し，4巻－5巻は減少している。「人格」は 3巻にピークがみら
れる。「人種と文化」は 4巻と 5巻に増加がみられる。






2，中国社会学社の年次大会は，成立した 1930年から活動が終結した 1948年までの 18年













































































出典：「中国社会学社成立会記」，1930. 9，『社会学刊』，第 1巻第 4期，東南社会学会，附録，pp.1-2。










































出典：「発刊詞」，1944. 7，『社会建設』，第 1巻第 1期，社会建設月刊社。
















出典：柯象峯，1947. 4. 15，「中国社会学社通訊之使命」，『中国社会学訊』，第 1期，南京中国社会学社）
の附録欄。





出典：「編集後記」，1946. 5. 20，『社会学訊』，第 1期，中国社会学社広東分社。
【資料 6】『社会学刊』（全巻）掲載論文目録











孫末南（Sumner, W. G.）伝 呉景超
孫末南的学説及其対於社会学的貢献 孫本文
孫末南與愷莱（Keller, A. G.）的社会学 游嘉徳
林希元之荒政政策 唐慶増
この第 1巻第 1期の「凡例」には，次のように記されている（【資料 7】参照）。














海夷史（Hayes, E. C.）教授 陳序経
























優生学與智力測験（Eugenics & The Social Good）＊ Tompson, W. E. 著・金華訳
＊Tompson, W. E., 1925, ‘Eugenics & The Social Good’, The Journal of Social Forces, vol.3, no.3.
佛教大学社会学部論集 第 73号（2021年 9月）
― １２５ ―







霍布浩斯（Hobhouse, L. T.）的社会学説 松本潤一郎著・李剣華訳






































































季亭史社会学理論摘論 Hankins, F. H. 著・費孝通訳







拉薩爾（Lassalle, F. J. G.）社会主義述評 唐慶増
社会学上之関心説 鄧深澤
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【資料 7】『社会学刊』（第 1巻第 1期－第 5巻第 2期）の掲載論文ページ数割合の推移（龍冠海）
出典：龍冠海，1937，「社会学刊論文與篇幅之分析」，『社会学刊』，第 5巻第 3期，中国社会学社，p.39。
点線部分は，龍が第 5巻第 3期の執筆時のデータは第 5巻第 2期までであり，データが完全ではな
いことを示している。なお，各図の上下の原典の文字は手書きで不鮮明であったので，新たに入力
したものである。




出典：「凡例」，1929. 7，『社会学刊』，第 1巻第 1期。
【資料 9】『社会学刊』（第 6巻合刊，1948年 1月）の復刊詞（孫本文）
本刊は民国 18（1929）年 7月に創刊され，全国の社会学界の同人のための唯一の共同刊
行物です。これまで多年にわたって発表された学術論文は 150編を超えています。執筆者




































1巻第 1-5期（1944. 7-1946. 7）および『社会建設』（復刊）第 1巻第 1-9（1948. 5-1949. 1）であ
る。







⑽ 確かに『社会建設』は第 1巻第 1期（1944年 7月）から第 1巻第 5期（1946年 7月）までであ
るが，それを継続した『社会建設』（復刊）が第 1巻第 1期（1948年 5月）から第 1巻第 9期
（1949年 1月）まで，社会建設月刊出版社から刊行されている。
⑾ 実際は，『中国社会学訊』は次のように 8期までは発行されている。第 1期（創刊号），中華民国
36年 4月 15日，南京中国社会学社。第 2期，民国 36年 5月 15日，中国社会学社。第 3期，民
国 36年 6月 15日，中国社会学社。第 4期，民国 36年 7月 15日，中国社会学社。第 5期（中国
社会学社第 8届年会特刊），民国 36年 9月，中国社会学社。第 6・7期合刊，民国 36年 11月，中
国社会学社。第 8期（中国社会学社 20周年紀念曁第 9届年会特刊），民国 37年 9月，中国社会学
社。
また，この『中国社会学訊』とは別に，中国社会学社広東分社から『社会学訊』が次のように発
行されている。第 1期，民国 35年 5月 20日，中国社会学社広東分社出版組。第 2期，民国 35年
7月 1日，中国社会学社広東分社。第 3期，民国 35年 8月 1日，中国社会学社広東分社。第 4期，
佛教大学社会学部論集 第 73号（2021年 9月）
― １３３ ―
民国 36年 1月 15日，中国社会学社広東分社。第 5期，民国 36年 5月 31日，中国社会学社広東
分社。第 6期（中国社会学社広東分社 36年年会論文提要専号），民国 36年 10月 23日，中国社会








⒂ 龍冠海，1937，「社会学刊論文與篇幅之分析」，『社会学刊』，第 5巻第 3期，中国社会学社，p.40。
⒃ Howard Becker, 1932, ‘Space Apportioned Forty-Eight Topics in the American Journal of Soci-





の社会学の教授 145名中，アメリカ留学者 74名，フランス留学者 11名，日本留学者 10名，イギ
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